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V17a 地球型惑星検出のためのすばる赤外線ドップラー分光器 IRDの開発: 5
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近年の Keplerなどのトランジット観測により、多数の地球質量の惑星が発見され、そのような惑星は普遍的
な存在であることが分かってきた。従って系外惑星研究の次のマイルストーンの 1つは、Keplerでは難しい近傍
の恒星まわりの地球型惑星検出であろう。我々は、ドップラー法による近傍M型星まわりの地球型惑星探査が有
望であると考え、M型星の放射がピークとなる近赤外線でのすばる望遠鏡用・高精度視線速度観測装置 Infrared
Doppler (IRD)の開発を進めている。本講演では、プロジェクト全体の進捗と、装置開発状況を紹介する。最近の
進捗としては、Conceptual Design Reviewが完了し、サイエンス側からの要求として、波長範囲を 0.97-1.75um
へと短波長側にシフトさせることが決まり、それに応じた光学設計が完了した。またエシェルグレーティングの
開発が進み、周波数コムの波長幅をより短波長側に拡大することに成功した。さらに、ファイバー性能評価実験
の進捗、サイエンス検討のまとめ、分光器安定性確認実験についても報告する。


